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教育論文  

  

意欲的に学び，人・学習内容とつながる児童の育成  

～  生徒指導の３機能を意識した授業づくりをとおして  ～  

 

１  はじめに  

  学校は，本来子供が学力や社会性など様々な能力を身に付け，安心して過ご

し，成長することができる場所である。しかし，現在の学校現場は，いじめや

不登校，学級崩壊など様々な問題を抱え，小学生の全人数は減っているにも関

わらず，問題行動はどれも過去最高となっており，一つの問題が起こるたび，

大きく世論で取り上げられている。また，家庭環境や保護者の価値観，SNS の

発達，社会的背景など子供を取り巻く環境も急激に変化している。  

一人一人はその子供なりのよさをもっていても，発揮されることなく成長す

る姿を見るのは教員として辛く，何とかして自分らしさを表現しながら安心し

て学校生活を送ってほしいと考えた。子供たちが一日の大半を過ごす学校で，

教育をとおして幸福感を感じることができるならば，伸び伸びと生活し，より

よく成長することができるだろうと考え，授業改善や研究授業，学級づくり等

に積極的に取り組んだ今年度の実践を中心にまとめていきたい。  

 

２  研究の概要  

（１）主題設定の理由  

①  本校の研究主題より  

  今年度本校に着任し，校内研修において３つの教育課題が共通認識として

挙げられた。一つ目は「子供の主体性を伸ばすこと」，二つ目は「子供同士の

聴き合う関係を育てること」，三つ目は「生活および授業における規範意識を

高めること」である。これらの教育課題の解決に向けて，生徒指導の３機能

を意識した授業改善及び集団づくりを校内研修のテーマとして設定した。

「生徒指導は，一人一人の児童生徒の個性の伸長を図りながら，同時に社会

的な資質や能力・ 態度を育成し，さらに将来において社会的に自己実現でき

るような資質・態度を形成していくための指導・援助であり，個々の児童生

徒の自己指導力（その時，その場でどのような行動が適切であるか自分で考

えて ,決めて ,実行する能力のこと）の育成を目指すものです。そのために，

日々の教育活動においては，①児童生徒に自己存在感を与えること，②共感

的な人間関係を育成すること，③自己決定の場を与え自己の可能性の開発を

援助することの３点に留意することが求められています。」（生徒指導提要平

成 22 年３月文部科学省）とある。これらの生徒指導の３機能を意識した授

業づくり，集団づくりに向けてアプローチすることを今年度の自身のテーマ

に定め，研究・実践していきたいと考え，本主題を設定した。  

②  児童の実態から（第５学年３組児童  男子 22 人，女子 21 人，計 43 人）  
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   ５月に実施された「 i -check」における本学級の児童の結果は以下のとおり

である。（表１～表４）。この結果から分かるように，「授業中自分の考えを発

表するとき，考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工

夫して発表しているか」という問いに対して，クラスの約半数の児童は発表

の仕方の工夫が十分ではないことが分かる（表１）。また，他の人の発言に対

して質問をできないと回答した児童が 60％を超えている（表２）。その理由

として，「自分の考えに自信がもてないから発表できない」も「発表の仕方の

工夫が分からない」「質問が思いつかない」ということを多数の児童が挙げて

いた。また，意識調査の「自分は先生から期待されている，友達から頼りに

されていると感じることがあるか」という問いに対しても肯定率の低さが見

られた（表３）。この結果から，児童の自己肯定感の低さやクラスの中での自

己有用感の低さが伺える。関連して，意識調査の「クラス全員の一人一人の

いいところを言葉にして言うことができますか」という質問の肯定率も 69％

と低かった（表４）。互いのことを深く知らず，仲のいい児童のみとつながっ

ていること，集団の中で自分のよさを発揮できていないと感じていることが

分かる。  

意識調査から明らかになった課題を受け，本学級の児童にとって，授業を

とおして，友達とつながり合い，安心して発言できる集団づくりを行うこと，

互いを知り，尊重し合える関係を築けるような集団に向けた具体的な取組が

必要であると考え，本研究主題を設定した。  

（２）研究主題の分析  

 ①「生徒指導の３機能」の解釈  

   日常の教育活動の中心となる各教科の授業において，生徒指導を機能させ

ていくことで，児童の学ぶ意欲を引き出すと同時に，一人一人の自己指導能

力（図１～図２）と安心して学べる集団を育むことへつながると考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己決定の場を与え，自己の可能性の開発を支援すること  

児童が自らの行動を決断し，実行し，責任をもつという経験をとおし

て，自己指導能力の育成が図られる。学校は児童が自らの可能性を発見

し，伸長できるように，適切な経験の場や活動の場を設け，自己決定の

場をできるだけ多く用意し，他者とのかかわりの中で児童が判断力を高

め，責任のある行動をとれるように支援することが重要である。  

自己存在感を与えること   

児童一人一人の存在を大切にする。人間は，他者とかかわりの中で自

己の存在感を見い出せるとき，生き生きと活動できるのであり，児童が

自己存在感を得ることにより自己実現を図ることができる。よって，指

導者は，児童一人一人の独自性や個別性を大切にしながら，様々な学校

生活の場でそれぞれが自己存在感をもてるように指導を進めることが重

要である。  
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これらを踏まえて，生徒指導の３機能を意識した授業づくりのチェックポ

イントを設定し，意識的に授業の中に取り入れていくことにした（図３）。  

②  人・学習内容とつながる児童とは～集団づくりと意識調査の実施～  

  一人一人違った個性・生活背景をもっている児童を丁寧につないでいくこ

とにより，次の３つのことを実現することが集団づくりであると考える。  

 

 

 

 

集団（のまとまりや行事の成功）をつくるために行うのではなく，一人一

人の児童の成長のためにこそ集団づくりを行っていくことが大切である。ま

た，集団づくりは，授業をはじめとする学校生活すべての中で取り組むもの  

であると考える。本研究では，集団の伸びや課題を捉えるために i-check を

参考にした意識調査を作成し，年 5 回にわたり実施していく（図４）。児童の

意識調査を基にして授業及び集団づくりの指導の改善や取組を行うことで，

児童と教師の双方の思いが日常生活に反映されると考える。  

（３）研究の仮説  

教科指導において，「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感

的人間関係を育成する」の生徒指導の３機能を意識した授業づくりを行うと

ともに，定期的な意識調査を基盤とした集団づくりにむけての実践を行うこ

とで，主体的に学ぶ意欲を高め，人や学習内容とつながろうとする児童を育

成することができるであろう。  

（４）研究の視点  

   研究の仮説を検証するために，以下の視点と具体的方策を設定した。  

 視点１  生徒指導の３機能を意識した授業づくり  

①  「自己決定の場を与える」取組  

②  「自己存在感を与える」取組  

③  「共感的人間関係を育成する」取組  

 視点２  人とつながる集団づくり～意識調査の結果を基にした取組～  

①  特別活動の充実をとおした取組  

②  「つながり」を意識した日常的な取組  

③  「思いを受け止める」人権教育の推進をとおした取組  

（５）研究の構想図（図５参照）  

 

共感的人間関係を育成すること   

相互に人間として無条件に尊重し合う関係であり，ありのままに自分

を語り，理解し合う人間関係。このような中にいることで，児童生徒自

身の自己受容・自己理解は高まっていく。  

〇  一人一人の（どの児童も）もっている多様な個性が輝き合うこと  

〇  児童が互いの存在を尊重しながら，信頼関係を結ぶこと  

〇  結ばれた信頼関係の中で，さらに互いの成長を子供たち自身が実感

すること  
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３  研究の実際  

 

 

①「自己決定の場を与える」取組  

  ア  総合的な学習の時間～「地球環境プロジェクト」における実践より～  

本単元において，地球環境問題を自分事として捉え探究していく中で，２

つの課題が見られた。１つ目は「児童が自分で課題を設定し，見通しをもっ

て主体的に学習に取り組むこと」。２つ目は「情報の整理・分析の段階におい

て他者と協働しながら自分の考えをまとめ整理していくこと」である。そこ

で「自己決定の場を与える取組」として，主に２つの取組を行った。  

    

 

 

 

「児童が自分で課題を設定していく力」や「ゴールに向かって主体的に探

究していく力」を育成することをねらいとして，学びのプロセスの大枠（図

６）を全体で共有した後は，各チームのリーダーを中心に探究の方法や課題

の整理の仕方などを，児童が主体となりまとめていくようにした（図７）。こ

のように探究のプロセスを，自分たちで意思決定していく場面を多く設定す

ることにより，探究の中から新たな課題を見つけていくことへとつながった

（図８）。また，探究のゴール（行動化）を，議論しながら自分たちで決定し

ていく思考活動を単元に位置付けることで，決められたゴールに向かうので

はなく，探究や思考活動の中で生まれた課題や学びからそれぞれの立場で考

えを出し合い，ゴールには何がふさわしいかを主体的に話し合う姿が見られ

た（学習構想案１）。  

次に，「情報の整理・分析」の学習場面において，他者との比較・交流を通

して他者理解力を育み，新たな気付きや自分の考えを異なる視点から多面的

に捉えることをねらいとして，思考ツールを活用した授業実践を行っていっ

た（図９）。これにより，自分たちの行動を決定するために思考し，他者との

比較・交流を通して新たな気付きや自分の考えを異なる視点から多面的に捉

えることへとつながっていくと考えた。また，キーワードを可視化すること

によって，全員が話し合いに参加できるようになり，キーワードを操作する

ことで自分自身との関わりを意識し，自分事として捉える効果も期待できる

と考えた。このように，自分の考えの根拠をもって説明する表現活動を繰り

返すことで，思考の深まりが生じ，意思決定力や他者理解の力が相互に関連

し合いながら育成されていくと考えた（図 10）。  

  イ  国語科「読むこと」における実践より  

   国語科の「読むこと」の学習を進めていく中で，「根拠をもとに考えをまと

める力」「他者と自分の考えを比べたり質問したりする力」「自分の学びを振

視点１  生徒指導の３機能を意識した授業づくり  

１  探究のプロセス・単元のゴール（実践化）を児童に選択させたり決

定させたりする場を設定すること（課題・方法・形態の選択）  

２  ピラミッドチャートや座標軸などの思考ツールを活用することで思

考の可視化を図る。（個人の考えを話す場の設定）  
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り返り，次時へ活かす力」を育成することの必要性を感じた。そこで，「自己

決定の場の工夫」として以下の実践を行った。  

 

 

 

 

物語文の学習では，自己決定の場の設定のチェックポイントの「個人で考

える時間を取る」「個人の考えを話す場を設定」に重点をおいた。ノート指導

については，図 11 にあるように，４月から継続して「考え」→「根拠」とい

うように書き方を統一した学習を繰り返すことで，考えと根拠を整理して書

くことを行っていった。そして，4 月の「名前つけてよ」や 10 月の「たずね

びと」の学習では，「互いの考えを他者と比較したり質問したりする力の育成」

に向けて，自分の考えと友だちの考えと重ねたり比べたりしながら学ぶこと

へつなげることをねらいとして，全員の初読の疑問や感想を一覧表にし，考

えの共有を図った（図 12～図 13）。また，板書ではネームプレートやイメー

ジマップ活用し全員の考えを分かりやすく提示した（図 14）。自分の考えと

友達の考えを一目で知ることができ，互いの考えに対する質問や，自分の考

えとその根拠を相手に伝えるための発言の工夫も見られるようになった。ま

た，伝記「やなせたかし」の単元においては，児童の初読の考えをワークシ

ートとテキストマイニングの２つで整理した（図 15）。このことにより，考

えを簡潔な言葉で表すことができ，主人公はどんな生き方を大事にしていた

のかという問いに対する自分や友だちの考えを意識して学習を進めていくこ

とへとつながった。こうすることで単元の終末では，全員が自分の考えと根

拠をもって学び合いを行うことができ，自分の考えと友達の考えや根拠を比

べながら，考えを再構築していく姿が見られた（図 16～ 17）。  

そして，自分の学びを振り返り次時へ活かす力の育成に向けて，自己決定

の場の工夫として，「思考過程がわかる振り返りの工夫」として，１枚ポート

フォリオを作成した（図 18）。単元全体の振り返りを１枚にまとめることで

前時の自分の学びと比べながら本時の振り返りを行うことができ，単元を通

して自己の学びのプロセスを児童自身が確認できるようにした。ある児童の

振り返りに，「今日見出しを付けるのが難しかったのは，あまり読み取りがで

きていなかったから。」と書かれていた。この児童は出来事の読み取りがうま

くできていなかったことが見出し作りに影響していることに気付き，その日

の家庭学習で同じ資料を使い，出来事の読み取りを再度行った。次の時間の

「出来事の意味」を読み取っていく学習の振り返りでは，「自学で読み取りを

もう一度確認したから，今日の出来事の意味を考える学習が書けてよかった。」

と自己の学びを振り返ることができていた（図 19）。ふり返りを通してでき

なかったことの原因を自分なりに探り，家庭学習で自ら補充を行い，次の学

習へとつなげることができた。  

１  個人思考の時間の確保・ノート指導の工夫  

２  自分と他者との考えを比較するための一覧表やテキストマイニング

の活用による学び合いの授業の実践  

３  振り返りを次の学びへ活かすための１枚ポートフォリオの活用  
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  ウ  対立意見や多様な考えを生む問いの工夫～道徳科における実践～  

   「自分の考えを確立し，他者と比較しながら質問しながら考えを再構築す

る力」の育成を目指し，道徳科では「問いの工夫」を行った。内容項目「正

直・誠実」の教材「手品師」の学習においては，全員が考えをもち（選択し），

互いの考えに対する質問や，相手を納得させるための発言の工夫などが学び

合いの中で発揮できるよう，「あなたが手品師なら A 一人の男の子との約束，

B これまでおいかけてきた夢のどちらを選びますか？」という二極対立型の

問いを設定した（図 20）。また，内容項目「友情，信頼」の「ドッジボール

を百倍楽しくする方法」の実践では，多様な考えを出し合うことで，自らの

考えを広げることをねらいとして，「本当につながり合う友達になるために

は何が大切なのだろうか。」という拡散型の問いを設定した。それぞれの思

考活動の場面では，○〇さんの考えは誰の考えと似てるかな？など児童と確

認しながら板書していくことで，自分の考えと友達の考えの似ているところ

や根拠のちがいなどを比べながら考えを広げたり深めたりすることへとつ

ながっていった（図 21～ 22，学習構想案２）。他の教材においても，全員が

考えをもち，相手に対する質問を持つことや納得できるような発言の工夫に

つながっていくことをねらいとして，二極対立型や拡散型に加え，選択制の

問いを設定するなど，教材に応じた問いの工夫を行っていった（図 23～図

24）。ふり返りでは自分と異なる考えの根拠を聴き合いながら自らの考えを

再構築していく記述が多く見られた。  

  ウ  学習方法や形態を選択し，安心して学べる算数科における実践  

   算数科の学習では，理解や説明する力において個人差が大きく，学びが苦

手な児童が考えをもつことが難しいという課題があった。そこで，全員が安

心して学ぶことができ，発表したり説明したりする活躍の場面を多く設定す

ることをねらいとして，学習形態を児童に選択させながら学習をすすめてい

くという取組を行った。毎時間の問いに対して，個人で考えるか，ペアで考

えるかを児童と対話しながら選択できるようにすることで，「今日はちょっ

と難しいからペアで考えたい」「自分で解決できる人が多そうだから一人で

考えた後共有したい」など児童も課題に応じてどんな形態がよいのかを考え

ることができていった。また，ペア学習が一方的な教え合いにならず，双方

の能力を高めるために，ペアリングは教師が行い，ペア学習のルール（苦手

な子の方が最初の説明者になる，答えのみでなく過程の説明も考えるなど）

を設定した。理解が早い子も学びが苦手な子も活躍でき，授業をとおして安

心して学べる集団づくりへとつながっていくと考えた（図 25）。  

 ②「自己存在感を与える」取組  

  ア  全員に役割がある授業～総合的な学習の時間の実践より～  

 4 頁で述べた「地球環境プロジェクト」の学習において，グループでの探

究活動を続けていく中で，「一人一人が明確な役割をもち，情報収集能力・表

現力を高めていくこと」が課題となった。そこで，以下の取組を行った。  
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 課題に応じた情報の収集能力の育成と，グループ内で全員が役割を実感し

ながら探究をすすめることをねらいとして，学習の流れを個人による情報収

集→チームでの共有・整理分析→全体での共有という形態をとるように工夫

した。時間内で調べたことをチームに持ち寄り，みんなで整理することで，

自分が収集した情報がチームの役に立っているという意識をもつことにつな

がっていくと考えた（図 26）。  

また，「グループ学習の中で，一人一人の表現力」を高めるため，探究の中

間発表の場面において，全体での発表会の形式ではなく，自由に互いの考え

を聴き合うことができるポスターセッション形式を取り入れた。こうするこ

とで，誰がどの部分をどのように伝えるのかをチーム内で役割分担したり，

発言が苦手な子も発表できるよう，チーム内でリハーサルを行ったりする場

面が生まれた。発表会ではそれぞれの良さを生かした多様な表現方法や工夫

が多く見られた（図 27）。また，少人数による伝え合いということもあり，

自然に質問をし合ったり感想を伝え合ったりする児童も多く見られた。発表

を聴く側もどのチームの話を聴きたいかを自らの意思で選択しながら学習を

進めることができるのもポスターセッション形式のよさである。  

複数人で学習を進めていく際には，置いてきぼりになる児童がいないよう，

全員が明確な役割をもってゴールに向けて探究ができるような環境の設定を

行うことが自己存在感を与えることにつながると考えた。  

  イ  「多様な考えを認める」～算数の学習より～  

   ６頁のウで述べた学習形態の選択により，算数の学習では一つの解き方で

はなく，既習を活かした多様な考え方で解こうとする姿が見られるようにな

っていった。自己存在感を与えるための取組として，「多様な考えを認める」

ために考えを共有する時間を十分に確保するようにし，説明する経験を増や

していった。その際は解き方やその説明の仕方などを認め，賞賛していくこ

とで一人一人が安心して伝え合うことができるようにした（図 28）。  

  ウ  「賞賛や励ましの言葉を与える」～毎時間の机間指導より～  

様々な教科における個人思考の場面では，児童が安心して考えを書いたり

情報の整理をしたりすることができるよう，必ず机間指導で全員の考えに目

をとおし，赤でチェックを入れたり，声かけをしたりするように心がけた。

毎時間の机間指導によって一人一人の考えや学習状況の把握をしたり手立て

を講じたりすることが，安心して学べる環境へとつながると考えた。また，

できない児童だけでなく，理解が早い児童にも新たな課題を個別に出すこと

で，時間を持て余すことがなくなり，静かな環境で学ぶことができた。加え

て，児童が書いた作品や作文，自学ノートなどには，教師の思いを入れなが

ら賞賛の言葉を必ず添えるようにし，伸びや努力を価値付けすることで自己

存在感を感じることへとつなげたいと考え，実践している（図 29）。  

１  グループ内での個人の役割を明確にした学習の流れを確立すること  

２  全員に「伝える・聴く」役割のある発表の形式をとること  
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  エ  全員が授業に参加できる配慮をする  

学力差が大きい児童も，主体的に学ぶことができるよう，授業中は個人思

考の時間にヒントカードを提示（図 30）したり，教科書にルビをふったり

した。また，机間指導の際に，「計算はできなくても立式はやってみよう」

というように具体的に目標を提示することでできることを増やすよう心がけ

た。また放課後を利用し，既習の学習の復習を継続して行った。授業に安心

して学ぶことができるような手立てや声かけを続け，補充学習で基礎力の定

着に向けた取組を継続することで，学ぶ意欲の高まりや基礎・基本の伸びに

つながると考えた。  

 ③  共感的人間関係を育成する  

  ア  「聴く」ことを大切にする授業づくり  

   相手の話を「聴く」ことは共感的な人間関係を形成するにあたり欠かせな

いことである。本学級では，「発表する人の方を向く」「頷きや反応を返しな

がら相手の話を聴く」ことを徹底し，授業の際は繰り返し，指導を行ってき

た。また，授業の際に発言をつないでいく場合（児童による相互指名の際）

はハンドサインを活用した（図 31）。「他にもあります」「似ています」「付け

加えます」「質問があります」など互いの考えを聴きながら意見を出したり，

質問し合ったりすることができるようにした。ハンドサインは様々な教科の

学習や学級会などで活用し，互いの話を「聴く」意識も高まっている。  

  イ  「教師主導にならない配慮」～学習リーダーを中心とした学び合い～  

   授業において多様な考えを出し合う場面では，学習リーダーを教師役にし，

学び合いを行うようにした（図 32）。この取組により，児童に学習の主体者

であるという自覚をもたせることにつながり，自分たちの手で授業を進め，

自分たちの手で課題を解決するという意欲を高めることへとつながると考

えた。リーダー役の子は，授業の中で集団を束ねていくリーダーシップと主

体性を学び，フロアの児童も全員が意見を出し合い，力を合わせながら連携

が取れなければ課題解決に達成することができない。誰に当てるか，誰がま

だ考えを出せていないかなど一人一人が相手の気持ちを考えてコミュニケ

ーションを取ることで思いやりの心が育まれ，協力すること，共感的人間関

係の育成を図った。授業の様々な場面において自分たちで作り上げる経験を

意図的に設定することで，学習中のルールの大切さやそれぞれの役割分担，

対人スキルなどが高まっていくと考えられる。  

 

 

①特別活動の充実をとおした取組  

 本研究では，集団づくりに関する意識調査を５月，７月，１０月，１２月，

３月（未実施）と計５回実施していく。この意識調査は児童の思いに寄り添

い，学級経営，集団としての課題と成長点を児童側の視点から捉え，その結

果を基に指導の改善を図ることを目的としている。  

視点２  人とつながる集団づくり～意識調査の結果を基にした取組～  
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ア  学級会を通した取組  

   意識調査の質問④「あなたは，学校生活の中で他の人が発言したり発表し

たりするときに，質問をしていますか？」，質問⑤「自分の考えを発表すると

きは，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫

して発表していますか？」において本学級は肯定率が低い結果にあった。学

校生活における課題や自分たちの生活をよりよくしていく考えを出し合う

学級会の取組を充実させることで，学力差に関係なく，互いの考えに質問し

合ったり，自分の考えを伝えるための工夫をしたりする力が高まると考えた。

また，全員の前で発言することへの自信にもつながると同時に議論したこと

を実践化することで集団の自治的能力も育むことができると考えた（図 33）。 

   学級会における学習過程は，「個人の考えを出す」→「話合いのめあてを立

てる」→「質問」→「議論・決定」という分かりやすい道筋になっている。

考えを出し合う際は，思考ツールのブレーンストーミングを活用し，互いの

考えを可視化することで質問がしやすくなっていった（図 34）。また合意形

成においては，ハンドサイン（図 31）や聴き合うことの大切さを確認しなが

ら進めていくことで，自分の考えと相手の考えの相違点を比べながら発言す

る順番を工夫し，伝わりやすく話そうと具体例を述べながら発言する児童も

増えた。このように集団決定したことを計画し，実施し，振り返りを行うこ

とで「誰かの役に立っている」という自己肯定感を高めることへもつながっ

た。学習構想案３にあるように，低学年に楽しんでもらうための活動では互

いに協力し合い，２年生に喜んでもらうための夏祭りを成功させようとする

姿が見られた（図 35）。「ALT とのお別れ会に何をするか」，「高学年として

学校のためにできること」「学級のルールづくり」など，自分たちの生活に直

結する課題を，学級会において合意形成を行うことで，自治的能力と同時に

集団に対する帰属意識の高まりを育むことへとつなげていきたいと考えた。 

  イ  自己有用感を高めるプラス１の係活動  

   質問項目⑩「自分は先生から期待されている，友達からたよりにされてい

ると感じたことがありますか？」に対する 5 月の意識調査において，約 43％

の児童が期待されていないと回答していた。そこで，集団の中で自分のアイ

ディアが活かせる係活動，自分たちで集団を動かすことができる係活動を児

童のアイディアを基に実現していった。学習リーダー係は，宿題の答え合わ

せ等の日常活動に加えて，みんなが苦手な教科や単元の宿題づくりを行った。

宿題作成にあたっては教科アンケートを実施して分析をし，集団の実態に合

ったものを作成しようと工夫が見られた（図 36）。また，体育係は，元々の

役割に加えて，移動教室（担任外の教科の授業）の際のクラスの学習態度の

チェックを行った。花丸がたくさんたまったら楽しいことをしようという活

動を考え，実施し，クラスを盛り上げていた（図 37）。誰に対しても態度を

変えないよいクラスを目指そうという目標をもちながら全員を巻き込み，楽

しいことを考え実践し，リーダーシップを発揮していた。係の打ち合わせ・
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連絡を毎日の朝の会で設定し，企画や話合いを繰り返し行うことで，係活動

が学級の中で重要な役割となり，自分たちの役割を責任をもって果たそうと

する態度や自己肯定感や自己有用感の高まりにつながると考えた（図 38）。 

  ウ  一人一人の良さを広める１分間ステージ  

   本校は毎年クラス替えが実施され，児童同士がお互いのことを深く知るこ

とが難しい。意識調査の質問⑧「クラス全員の一人一人のいいところを言葉

にして言うことができますか？」に対しても５月は肯定率の低さが現れてい

た。そこで週に１回ずつ一人一人の特技を披露する「１分間ステージ」とい

う時間を朝の会で設定し，実施していった（図 39）。一人一人が全員の前で

特技を披露し，見ていた子から感想をもらうという時間を通して，お互いの

意外な一面を知ったり，賞賛されたりする経験を重ねることで自己肯定感の

高まりや表現力の向上，児童同士のつながりを深めることにつながると考え

た。また，活動の様子を学級通信に掲載し，保護者にも啓発を行った（図 40）。  

エ  ミニ討論会を通した話し合う力・聴き合う力の育成  

 自分の考えを相手が納得するように主張すること，相手の考えを深く理解

し，共感したり反論したりしていく力を身に付けること，また，話し方・説

明の仕方や聴き方のスキルの育成に向けて，朝の会の時間を活用しミニ討論

会を継続して行った。児童の身近な話題を児童が交代しながらテーマ設定を

し，生活や実体験に基づいた根拠を持ちながら討論できるようにする。「〇〇

さんは～と言いましたが」というように「つなげて」発言していくことを意

識させ，司会をする日直は意見を集約しまとめる役を行う。このように日常

的に楽しい雰囲気の中で話型や話のつなぎ方などを指導し，繰り返していく

ことで自分の思いを安心して出し合える集団づくりや相手の意見に対する質

問や疑問をもつことにつながると考えた。毎回相手を交代していくことは，

いろいろな人と関わり合う機会の設定にもつながっている。  

②「つながり」を意識した日常的な取組  

ア  毎日の日記を通した児童と教師のつながり  

 本学級は 40 人と 3 人の特別支援学級の児童の計 43 人が在籍している。毎

日一人一人コミュニケーションを図る手段として，帰りの会で日記を書き，

それに対して教師がコメントを返していくという取組を実施している（図

41）。日常の出来事やそれに対する思いを書く児童が多いが，中には困ってい

ることやみんなの前で話せないことを書いてくる児童もいる。継続した取組

を通して，「いつでも困ったときに担任は頼れる存在でありたい」という教師

の思いを伝えることにつながると考えた。質問⑥「あなたの気持ちを分かろ

うとしてくれる先生がいますか？」の 5 月，7 月，12 月の肯定率の変化に見

られるように，一人一人の思いに寄り添いたいという教師の思いを日々伝え

ていくことが大切である（図 42，図 43，図 44）。  

イ  毎日の学級通信を通した保護者とのつながり  

 児童の活動の様子を保護者に伝えることで学校と保護者とのつながり，保
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護者と児童との情報の共有を目的として，児童の様子や思い，写真などを毎

日の学級通信で発行している（図 45）。保護者から見えにくい学校での児童

の様子を知らせるとともに，家庭で保護者と児童が通信を通じて共通の話題

でつながることができればという思いで継続して行っている取組である。  

③「思いを受け止める」人権教育の推進を通して  

 本校は学期に１回（年間３回）の人権学習が教育課程に位置付けられてい

る。年度当初から 12 月まで，互いを大切にする，受け止め合える，聴き合う

集団づくりに向けて実践を行ってきた結果， 7 月には見られなかった児童の

姿が 12 月の人権学習の際に見られた。 12 月に実施した「私は強く生きる」

の語り合いの授業では，これまで出せなかった本当の思いを作文に書いたり，

クラスの中で出し合ったりする姿が見られた。涙を流しながら自分の苦しか

ったことを伝える児童に対し，全員がしっかりと受け止め，思いを返してい

た（図 46）。「〇〇ちゃんが勇気を出して伝えてくれたから私も伝えたいと，

これまでの人生で辛くて誰にも言えなかったことをこのクラスのみんなに伝

えたい，聴いてほしい」と作文を改めて自宅で書いてきて発表する児童もい

た。人権学習をとおして，友達の思い真剣に受け止め，自分なりに返してい

く集団づくりへとつながり，「本音で語り合うこと」「自己開示すること」が

共感的人間関係を育んでいくのだと改めて感じた。  

 

４  研究のまとめ  

（１）児童の意識や実態の変容  

   12 月に児童の意識調査を実施した。５月に行った質問の中で課題の大きか

った「授業中，自分の考えを発表するとき，考えがうまく伝わるよう，資料や

文章，話の組み立てなどを工夫して発表しているか」に対しては，67.5％の児

童が肯定的に回答している（表５）。その理由として，「友だちと自分の考えの

同じところや違うところを見つけながら話を聴くようになった」や「考えと

根拠を分けて話すようにした」という理由が挙がった。自己決定の場を与え

るための個人の考えをもつための手立てや，友だちと自分との考えを比較し

やすい板書の工夫，ハンドサインを用いた学び合いを行ったことにより，自

分と他者との考えを比べながら聴き合う態度の育成へとつながった。また，

学級会や問いを工夫した道徳の授業を通して自分の考えを相手に伝わりやす

くするために，工夫して発言しようとする意識の向上が見られるようになっ

たと考えられる。また，課題の一つであった意識調査④の質問に関しても同

様のことが向上へとつながったと考えられる（表６）。また，集団づくりの取

組により，意識調査⑩の「自分は先生から期待されている，友だちからたより

にされていると感じることがありますか」についても 81％の児童が肯定的に

回答しているという結果になった（表７）。同様に「クラスの中で，だれかが

困っているとき，その人を助けてあげよう，励ましてあげようとする雰囲気

がクラスにありますか」という質問に対しても向上が見られた（表８）。授業
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において自己存在感を与える手立てを行ったことで全員が学習に参加するこ

とへとつながり，賞賛や励ましによって自信がついてきたこと，特別活動の

充実によって，自分はクラスに必要な存在だと実感できるようになってきた

ことが向上へとつながったと考えられる。一方で，一人一人のいいところが

言えないと答えた児童が２人いたことは，真摯に受け止め，児童全員が学級

の中で居場所を感じられるような取り組みを新たに考えていく必要がある。  

（２）研究の成果と今後の課題  

視点１  生徒指導の３機能を意識した授業づくり  

  〇生徒指導の３機能を意識した授業づくり「チェックポイント」を活用し、

それに基づく取組をすべての教科で行った。授業の中でどう集団を育て

るかという視点をもつこと，集団づくりをいしきした単元構想を行うこ

とができ，事後に児童の変化を適宜振り返ることで自らの指導の改善と

児童の成長へとつながっていった。  

  〇学習の形態を児童に選択させたり，課題を自ら考え，探究のゴールを話

し合って決定させたりと，自己決定の場を授業に多く設定したことによ

り，児童の学ぶ意欲が高まり，学習内容とつながり，友達と協力しながら

学びに向かう姿が見られるようになった。  

  〇賞賛や励まし，発言しない児童への配慮を継続して行い，全員参加の授

業を目指して自己存在感を与える取組を授業の中で行ったことで，児童

が安心して「分からない」「できない」をつぶやける雰囲気ができ，とも

に学んでいこうとする姿へとつながっていった。  

 視点２  人とつながる集団づくり  

  ○意識調査を計 4 回行い，データに基づいた分析・考察から課題を見付け，

それらに対する取組を考えていくことで，よりよい集団づくりができる

と感じた。  

  △まだまだ自分に自信をもてない児童も多い。集団に対する自己有用感の

高まりに向けた実践だけでなく，個々の特性をその児童に応じた形で生

かした取組を考え実践し，自己肯定感の高まりにつなげる必要がある。  

 

５  おわりに  

    人は人との関わり合いの中で，自分を大事な存在と捉えることができ，互い

に尊重し合う関係づくりも生み出せる。親子はもちろん，友達関係，学級集団，

学校という集団，そして教師と児童の関わり合いが，児童の心を育んでいくこ

とにつながっていく。今，目の前にいる未来を担うすべての子供たちが，自分

自身や他者を大切にしようという思いをもち，意欲的に学び，自己実現を図っ

ていってほしいと願う。そのためにも，子供が自分なりに少しずつでも自信を

高めていけるような関わり合い，あたたかな学級集団づくり，目を輝かせて意

欲的に学ぶ授業を目指していきたい。  

 
（参考文献）１学級経営力向上ハンドブック （大分県教育委員会）  

      ２生徒指導提要  第 1 章～第 4 章  ３熊本の学び推進プラン（熊本県教育委員会）  
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意欲的に学び，人・学習内容とつながる児童の育成  

～  生徒指導の３機能を意識した授業づくりをとおして  ～  

 

資料   
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教育論文  

 

 意欲的に学び，人・学習内容とつながる児童の育成  

～  生徒指導の３機能を意識した授業づくりをとおして  ～  

資料   

表１  

「授業中自分の考えを発表するとき，考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組

み立てなどを工夫して発表していますか？」  
 

選 択 肢  

１  

当 て は ま る  

２  

ど ち ら か と 言 え ば  

当 て は ま る  

３  

ど ち ら か と 言 え ば  

当 て は ま ら な い  

４  

当 て は ま ら な い  

 

肯 定 率  

本 学 級  16.7％  33.3％  35.7％  14.3％  50.0％  

全国  18.5％  37.9％  31.8％  10.6％  56.4％  

 

表２  

「あなたは学校生活の中で他の人が発言したり、発表したりするときに、質問をして

いますか？」  
 

選 択 肢  

１  

よ く し て い る  

２  

と き ど き し て い る  

３  

あ ま り 質 問 し な い  

４  

質 問 し な い ・  

思 い つ か な い  

 

肯 定 率  

本 学 級  11.9％  21.4％  38.1％  28.6％  33.3％  

全国  11.9％  28.8％  39.3％  19.9％  39.9％  

 

表３  

「自分は先生から期待されている，友達から頼りにされていると感じることがある

か」  
 

選 択 肢  

１  

よ く あ る  

２  

と き ど き あ る  

３  

あ ま り な い  

４  

ま っ た く な い  

 

肯 定 率  

本 学 級  16.7％  40.5％  28.6％  14.3 57.1％  

全国  19.4％  39.1％  28.1％  12.4% 58.5％  

 

表４  

「クラス全員の一人一人のいいところを言葉にして言うことができますか」  
 

選 択 肢  

１  

み ん な 言 え る  

２  

だ い た い 言 え る  

３  

仲 の い い 子 だ け  

４  

ほ と ん ど 言 え な い  

 

肯 定 率  

本 学 級  31.0％  38.1％  19.0％  11.9％  69.0％  

全国  31.8％  44.5％  17.4％  5.3％  76.3％  

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１自己指導能力について      図２生徒指導の３機能と自己指導能力  
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図３生徒指導の３機能を意識した      図４ i-check を参考にした意識調査  

授業づくりのチェックポイント          （年５回実施）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５  研究の構想図  
図５  研究の構想図  
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図６  学びのプロセスの大枠（総合的な学習の時間）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７  リーダーを中心に探究する児童の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８  探究の中で新しい課題や疑問を生み出す様子（ワークシートより）  

新たな課題  
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学習構想案１（総合的な学習の時間）  
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ゴールに何の活動をするかの思考活動の位置付け  
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図９  思考ツールを活用した授業実践  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 思考活動の授業の板書  
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図 11 「考えと根拠をまとめた児童のノート（左 4 月，右 10 月）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 ４月「なまえつけてよ」の学習の初読の感想の一覧表（児童のノート）  
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図 13 初読の感想一覧表（ 10 月のノート）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 個人の考えが分かる板書の工夫  
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図 15 一覧表やテキストマイニングを使った初発の感想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 単元終末場面の学び合いの授業の板書の様子  

初発の感想を集約

するソフトにいれ

ると多く使われて

いる言葉が現れる  



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 学び合いから考えを再構築した児童のノートとワークシート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 思考過程がわかる振り返りの工夫「１枚ポートフォリオ」  

 

 

 

 

自分の生き方へ結び付けて考

え，深い学びへとつなげていく  

教材から学んだこと（理解したこと）  
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図 19 学びのプロセスをふりかえりによって確認できた児童  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 「手品師」の問いの提示と児童のワークシート  

見 出 し 作 り が

う ま く い か な

か っ た の は ，

読 み 取 り が う

ま く い か な か

っ た か ら と い

う 児 童 の ふ り

かえり  

あまり「出来

事」の読み取

り が う ま く

い か な か っ

た と い う ふ

りかえり  

見出し作りがうまくいかなか

ったので，家庭学習で「出来

事」の読み取りのワークシー

トをもう一度行う。  

家 庭 学 習 で 読 み 取 り を 再 度 行

ったので，「行動・思い」の読み

取 り は ま あ ま あ で き た と い う

ふりかえり  

家庭学習での補充  

授 業 で 提 示 し た

プレゼン  



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 拡散型の問いを設定した道徳の授業の板書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 拡散型の問いを設定した授業の児童のワークシート  

授 業 で 提 示 し た

プレゼン  
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学習構想案２  
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図 23 「心の管理人」選択型の問いの提示と児童のワークシート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 「ミレーとルソー」二極対立型の問いの提示と児童のワークシート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 ペアで考える児童の様子  図 26 個人の考えを持ち寄ったチームのワークシート  

授 業 で 提 示 し た

プ レ ゼ ン テ ー シ

ョン  

授 業 で 提 示 し た

プ レ ゼ ン テ ー シ

ョン（問い）  

学 び 合 い の 後 の

考えの再構築（ふ

り返りより）  
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図 27  それぞれの良さを生かした多様な表現方法や工夫（ポスターセッション）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 授業で生まれた多様な考え（ペアのワークシート）  

紙 芝 居 を 作 っ て

発表するチーム  

拡 大 用 紙 に 調 べ

た こ と を ま と め

たチーム  

質 問 や 感 想 を 伝

え合う様子  

プ レ ゼ ン テ ー シ

ョ ン を 作 成 し 伝

えるチーム  
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図 29 児童のノートやワークシート（机間指導での指導・事後のコメント）  

良 か っ た

と こ ろ を

具 体 的 に

コ メ ン ト

す る 。  

意欲 の向 上に 向け た

価値づけを行う。  
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図 30 ルビをつけたヒントカード     図 31 ハンドサインの掲示（児童作成）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 学習リーダーを中心とした児童主体の授業実践  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 集団の自治的能力も育む学級会の様子  

発 表 者 の 顔 を 見 て 話 を 聴

く 児 童  
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図 34 ブレーンストーミングの活用と質問や考えを伝え合う児童の様子  

 

学習構想案３  
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図 35 ２年生に喜んでもらうための夏祭り（学級会→実践化）  
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図 36 学習リーダー（係）が作成した宿題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37 体育係による授業チェックシート・成功時のイベントの用紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 38 係活動の充実  

係 の 児 童 に よ る お 互 い へ

の コ メ ン ト  

毎 日 の チ ェ ッ ク と 発 表 の

型 （ 児 童 作 成 ）  

成 功 し た 喜 び を み ん な で

共 有 す る イ ベ ン ト の 企 画  

全 員 で 取 り 組 む こ と の 掲

示 （ 掲 示 係 ）  

バ ー ス デ ー 係

に よ る 毎 月 の

誕 生 会 の 企 画  

係 で 製 作 し た

学 習 に 関 す る

教 室 掲 示  
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 図 39 １分間ステージ（琴の演奏披露）  図 40 学級通信による保護者への啓発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 41 児童との交換日記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 42 ５月の意識調査   図 43 ７月の意識調査    図 44 12 月の意識調査  

52%45%

0%3%

あなたの気持ちを分かろ

うとしてくれる先生がい

ますか？

とても まあまあ

あまり 全く

60%

40%

0%0%

あなたの気持ちを分かろ

うとしてくれる先生がい

ますか？

とても まあまあ

あまり 全く

60%

33%

7%0%

あなたの気持ちを分かろ

うとしてくれる先生がい

ますか？

とても まあまあ

あまり 全く
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図 45 毎日の学級通信の発行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46 一人一人へ思いを返す児童のワークシート  

 

表５  

「授業中自分の考えを発表するとき，考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組

み立てなどを工夫して発表していますか？」  
 

実 施  

月  

１  

当 て は ま る  

２  

ど ち ら か と 言 え ば  

当 て は ま る  

３  

ど ち ら か と 言 え ば  

当 て は ま ら な い  

４  

当 て は ま ら な い  

 

肯 定 率  

５月  16.7％  33.3％  35.7％  14.3％  50.0％  

12 月  20.9％  46.6％  27.9％  4.6％  67.5％  

 

 

 

 

運 動 会 へ の 思 い を 載 せ た

学 級 通 信  

児 童 の 活 動 を 写 真 で 知 ら

せ た 学 級 通 信  
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表６  

「あなたは学校生活の中で他の人が発言したり、発表したりするときに、質問をして

いますか？」  
 

実 施  

月  

１  

よ く し て い る  

２  

と き ど き し て い る  

３  

あ ま り 質 問 し な い  

４  

質 問 し な い ・  

思 い つ か な い  

 

肯 定 率  

５月  11.9％  21.4％  38.1％  28.6％  33.3％  

12 月  9.3％  32.7％  32.5％  25.5％  42.0％  

 

表７  

「自分は先生から期待されている，友達から頼りにされていると感じることがある

か」  
 

実 施  

月  

１  

よ く あ る  

２  

と き ど き あ る  

３  

あ ま り な い  

４  

ま っ た く な い  

 

肯 定 率  

５月  16.7％  40.5％  28.6％  14.3％  57.1％  

12 月  27.9％  53.1％  19％  0％  81.0％  

 

表８  

「クラスの中で，だれかが困っているとき，その人を助けてあげよう，励ましてあげ

ようとする雰囲気がクラスにありますか」  
 

実 施  

月  

１  

よ く し て い る  

２  

と き ど き し て い る  

３  

あ ま り 質 問 し な い  

４  

質 問 し な い ・  

思 い つ か な い  

 

肯 定 率  

５月  31.0％  38.1％  19.0％  11.9％  69.0％  

12 月  69.8％  30.2％  0％  0％  100.0％  

 

表９  

「クラス全員の一人一人のいいところを言葉にして言うことができますか」  
 

実 施  

月  

１  

み ん な 言 え る  

２  

だ い た い 言 え る  

３  

仲 の い い 子 だ け  

４  

ほ と ん ど 言 え な い  

 

肯 定 率  

５月  31.0％  38.1％  19.0％  11.9％  69.0％  

12 月  50％  35.7％  9.5％  0.4％  85.7％  

 


